
volume 529

８［広報もりおか 30.１.１］

もりおか

寸評
もりおかすんぴょう

地球環境に配慮し、
ベジタブルインキを
使用しています。

もっと知りたい！盛岡
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もりけんに挑戦
（７ページに掲載）の答え

①ツル

広告に関する問い合わせ
ナチュラルコム㈱

☎019-652-9190へどうぞ

市政ラジオ番組
「もりおか暮らし物語」
ラヂオもりおか（FM76.9MHz）
で毎月第２・４金曜の７時40分
～７時50分、放送中。

市公式ホームページ
http://www.city.morioka.iwate.jp/

市公式ツイッター
https://twitter.com/moriokashi

市公式フェイスブック
https://www.facebook.com/
　　　　　　　　　　moriokashi

毎回異なったテーマ・出演
者で、旬な話題をお届け♪

市公式ホームページのトップペ
ージにある検索窓に、紙面に
掲載された広報ID（７桁の数
字）を入力すると、記事の詳細
を見ることができます。

編集後記
あけましておめでとうございま
す。今年のお正月は、表紙のす
ごろくで盛岡のことをもっと知
ってみませんか？盛岡に詳しい
エキスパートの人も挑戦してみ
てくださいね。（よ）

▼

パソコンやスマホからどうぞ

広報もりおかに掲載した記
事の詳しい内容のほか、さ
まざまな市政情報を掲載！

広　告

盛岡に来るのは５、６回目になります。友人
で作家の内館牧

まき

子
こ

さんから、出演している
盛岡文士劇を見に来るよう誘われたのがきっかけ
です。芝居もとても面白かったし、出演者と観客
の一体感があって雰囲気が良く、また出演してい
る畑中美

み

耶
や

子
こ

さんの盛岡弁も温かくて素晴らしか
った。その後内館さんに誘われて、平成26年に
初めて盛岡文士劇の舞台に立ちました。英国大使
の役で、内館さんとワルツを踊る場面があり、練
習不足を補うために、宝塚ＯＢを講師に都内のダ
ンススタジオで練習し、それでも足りずカラオケ
ボックスにこもって練習しました。台本を覚える
のはテレビ番組などと同じですが、大勢の観客を
前にして舞台に立ち、監督の合図を見ながら相手
に合わせて演技をするのは、今でもとても緊張し
ます。でも、盛岡文士劇が素晴らしいのは、演出
家をはじめ、裏方にプロがそろっていて、厳しく
も温かく出演者を支えてくれるところだと思いま
す。昨年は、初めて東京にどさ回り（笑）に行き
ましたが、演劇の殿堂である紀

き

伊
の

國
くに

屋
や

ホールで多
くの人に見ていただき、いろいろな人から褒めら
れました。盛岡人の演劇への熱意が形になった公
演だったと思います。
　昨年の４月に、東京都立川市にある国文学研究
資料館（以下、国文研）の館長に就任しました。
国文研には日本文学の貴重な資料が膨大に保存さ
れ、研究が進められています。東京大学で研究
者・教育者として過ごしてきたこれまでの人生が
180度変わり、大きな船（＝国文研）の船底にか
けがえのない積み荷（＝資料）があって、船をど
のような方向に向かわせるのか、積み荷をどう生
かしていくかを日々考えているところです。一方、
ここで働く研究者が気持ちよく仕事できる環境づ
くりや、着実に事業を進めるための人材・予算の
工面といった実務にも直面しています。しばらく
は、その渦の中で奮闘することになりそうです。

情熱のあるまち
文化や芸術に

ＩＢＣ岩手放送で次のとおり放送します
■１月２日㈫10時20分～
　第１部　現代物「あと、ふたっつ」
　（内

うつ

海
み

隆
りゅう

一
いち

郎
ろう

「パズルのかけら」より）
　第２部　口上
■１月３日㈬９時50分～
　第３部　時代物「忍

しのびよるこいやまとしんじゅう

夜恋倭心中」
　（「ロミオとジュリエット」より）
※時間は変更となる場合があります

キャンベルさんは、
　時代物で大

おお

王
きみ

役を熱演！

「盛岡文士劇」

お正月は
テレビで楽しもう
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昨年12月２日と３日に開催された「平成29年度盛岡文士劇」に出
演のため来盛。近世・近代日本文学を専門とし、江戸後期から明治
前半の漢文学や芸術・思想に関心を寄せている。テレビニュースの
コメンテーターなどを務める一方、新聞や雑誌の連載などでも活躍。
アメリカ合衆国ニューヨーク市生まれ。


